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１.設楽ダム関連発掘調査について
愛知県教育委員会　野口哲也

1　埋蔵文化財と予備調査

2　設楽ダム関連予備調査

3　今後の設楽ダム関連発掘調査



設楽ダム事業により影響を受ける遺跡

常時満水437mの範囲

遺跡分布図
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２.川
かわむき

向東
ひがしがいつ

貝津遺跡の発掘調査

県道432号線を設楽大橋東側から県道33号線方面に進むと、途中で大きくS 字
状に曲がる場所があります。川向東貝津遺跡はそのすぐ手前、県道432号線を見
上げる位置にあります。
　遺跡は豊川の支流となる境川の右岸となります。境川は県道 432 号線に沿っ
て蛇行しますが、遺跡は弧状となる流路の内側の比較的なだらかな傾斜地に所
在します。
　調査の結果、2 種類の特徴的な遺

い こ う

構が確認できました。
　まず、Cb 区で縄

じょうもん

文時代後
こ う き し ょ と う

期初頭の土器が立った状態で出土しました（Cb 区
001SK）。埋められた穴がうまく検出できていませんが、「土

ど き ま い せ つ い こ う

器埋設遺構」と呼
ばれる遺構です。もう一つは 20 ㎝程度の石が多数つまった円形の穴が二つあ
ります。ただし、時期や性格が不明瞭で、今後の検討課題となります。
　A・B 区では目立った遺構は見つかりませんでしたが、近

きんせい

世末〜近
きんだい

代の陶
と う じ

磁
器
き

片が出土しています。遺跡周辺に存在する石垣の構築時期と関連するのかも
知れません。
　なお、縄文時代早

そ う き

期・弥
や よ い

生時代終
しゅうまつ

末期〜古
こ ふ ん

墳時代・平
へいあん

安時代末の土器片も若
干出土しています。

愛知県埋蔵文化財センター　池本正明

所在地：北設楽郡設楽町川向字東貝津（北緯35度6分26秒 東経137度33分54秒）

調査期間：平成22年11月〜平成23年1月

調査面積：400㎡（調査の都合上、A 区・B 区･Ca 区･Cb 区･Cc 区の５調査区に分ける） 

調査担当者：池本正明・阿部　敬

調査区遠景（東側上空から撮影）
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調査区配置 1:3000

石がつまった穴（Ca 区 002SK）1:50

石がつまった穴（Cb 区 011SK）

「土器埋設遺構」（Cb 区 001SK）1:25
C 区拡大 1:400

「土器埋設遺構」（Cb 区 001SK）
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黒色土（包含層っぽい）の堆積あり

表土直下が地山

遺構と遺物を確認

遺物出土（17世紀以降）

北部休耕田地区
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大名倉遺跡
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日掛遺跡

ハラビ平遺跡

平成26年度調査対象範囲（概略）

後沢遺跡

TT-05 出土遺物

戦国時代の土器片？
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３.平成26年度範囲確認調査
愛知県埋蔵文化財センター　鈴木正貴

大
おおなぐら

名倉遺跡
これまで平成19・20・25年度に範

はんいかくにんちょうさ

囲確認調査が行われ、今回は山
さんろく

麓斜面部を中心に調査
を行いました。遺

い こ う

構は、Ｔ.Ｔ02で近
きんだい

代以降の土
ど こ う

坑１基が検出されたのみでした。遺
い ぶ つ

物は、
北中部の休耕田地区で江

え ど

戸時代後期から近代の陶
と う じ き

磁器類が多数出土しており、Ｔ.Ｔ05で
戦
せんごく

国時代に属する土
ど き

器と陶
と う き

器片、Ｔ.Ｔ07では室
むろまち

町時代の古
こ せ と

瀬戸陶器片、Ｔ.Ｔ09では縄
じょうもん

文
時代の石

せ っ き

器が出土しました。この区域は、地
じ や ま

山を削り込まれたものと推定され、遺物は別
の場所から移動されてきたものと推定されます。
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TT-09 土坑検出状況

TT-13 出土遺物
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上戸神遺跡

川向向山遺跡

三軒屋遺跡

平成26年度調査対象範囲（概略）
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道上遺跡

9

上
かみとがみ

戸神遺跡
東
とうどう

堂神社の正面にある平坦面を中心に展開する縄
じょうもん

文時代・
平
へいあん

安〜戦
せんごく

国時代の遺跡です。今回の調査対象範囲のうち北部
住宅地地区では近

きんだい

代以降に大規模に造成されており、遺跡
は良好に残存していないと考えられます。西部から南部では、
Ｔ.Ｔ09で方

ほうけいどこう

形土坑１基が確認され、鉄
てつせいひん

製品２点が出土しま
した。また、Ｔ.Ｔ13では黒

こっかっしょくど

褐色土から縄
じょうもんどき

文土器が出土しまし
たが、これは上位から流入されたものと考えられます。した
がって、Ｔ.Ｔ09で遺構と遺物が確認された他は、遺跡が展開
したとは考えにくい状況です。
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TT-03 出土遺物

縄文時代の石器 近代？の蹄鉄
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川向向山遺跡

三軒屋遺跡
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永江沢遺跡
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川
かわむきはぎのひらさわ

向萩ノ平沢遺跡
県教委の詳

しょうさいぶんぷちょうさ

細分布調査の結果、縄
じょうもん

文時代と平
へいあん

安時代の
遺
い ぶ つ さ ん ぷ ち

物散布地として発見され、調査はその南端部を行いまし
た。全ての試

し く つ こ う

掘坑で黒
こっかっしょくど

褐色土が確認されており、Ｔ.Ｔ03
で縄文時代の石

せ っ き

器が1点出土しました。これ以外に遺
い こ う

構と
遺
い ぶ つ

物は全く発見されなかったことから、調査地点よりも上
位で縄文時代の遺跡が展開しているものと推定されます。

永
ながえさわ

江沢遺跡
縄
じょうもん

文時代・鎌
かまくら

倉〜室
むろまち

町時代の遺
い ぶ つ さ ん ぷ ち

物散布地として知られる遺跡
です。調査の結果、Ｔ.Ｔ01とＴ.Ｔ02ともに厚い河

かせんせいたいせきぶつ

川性堆積物
がみられ、遺

い こ う

構と遺
い ぶ つ

物が全く確認されませんでした。上位の堆
積は耕地整理の際の盛り土である可能性が考えられます。



塚

神

井

塚
塚

塚

土石流の堆積のみ

遺物出土（16世紀以前）

遺構（もどきも含む）検出

黒色土（包含層っぽい）の堆積あり

表土直下が地山

遺構と遺物を確認

遺物出土（17世紀以降）

420

415
410

420

415

410

405

400

戸
神

川

至稲武

TT-01

TT-02

TT-03

TT-04

TT-10

TT-09

TT-08

TT-07

TT-06

TT-05

TT-13

TT-19

TT-20

TT-16

TT-17

TT-11 TT-14

TT-12

TT-21

TT-30

TT-29

TT-28

TT-27

TT-26

TT-25

TT-24

TT-23TT-22

TT-40

TT-39

TT-38

TT-37

TT-36

TT-34

TT-33
TT-31

TT-32

国道257号

最近までの墓域

TT-15

TT-41TT-35

TT-18

縄文土器採集

TT-36 出土石器（縄文時代）

　中央部地区
（南半部緩斜面）

西部地区

　南部地区
（東部緩斜面部）

中央部地区
  （北半部）

　南部地区
（西部平坦面部）

大栗遺跡

万瀬遺跡

大畑遺跡

笹平遺跡

南ヶ岳遺跡

11

大
おおぐり

栗遺跡

縄
じょうもん

文時代・平
へいあん

安時代・室
むろまち

町〜戦
せんごく

国時代の遺
い ぶ つ さ ん ぷ

物散布
地
ち

として知られる遺跡です。西部地区では土
どせきりゅう

石流？
による厚い堆積があって、今回の調査では遺

い せ き

跡の有
無を確認することはできませんでした。Ｔ.Ｔ10で
弥
や よ い

生時代から古
こ ふ ん

墳時代の土器が1点出土しましたの
で、さらに深い部分の確認調査が必要となりました。

中央部地区では、特に南半部緩
かんしゃめん

斜面で黒
こくしょくど

色土が安
定して堆積していることが判明し、Ｔ.Ｔ17とＴ.Ｔ
22とＴ.Ｔ36で土坑などの遺

い こ う

構が確認され、Ｔ.Ｔ21
とＴ.Ｔ36では縄文時代の石

せ っ き

器が出土しました。特に、
Ｔ.Ｔ36では土

ど こ う

坑から剥
はくへんせっき

片石器などが出土しており、
縄文時代の遺跡が良好に残存しているようです。

一方、南部地区では、東部緩斜面部に遺
いぶつほうがんそう

物包含層
となる可能性がある黒色土が確認され、江

え ど

戸時代の
遺物が出土しています。遺構は確認されていません
が、付近で調査中に縄

じょうもんどき

文土器が表採されたことから、
東部緩斜面部で遺跡が存在した可能性が考えられ、
もう少し詳細な確認調査が必要となりました。ただ
し、西部平坦面部では黒色土の堆積、戦国時代以前
の遺構と遺物は確認されませんでしたので、遺跡は
南西方向には広がっていないものと推定されます。
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４.万
ま ん ぜ

瀬遺跡の発掘調査
愛知県埋蔵文化財センター　鈴木正貴

所在地：北設楽郡設楽町川向字マンゼ（北緯35度9分44秒 東経137度33分54秒）

調査期間：平成26年6月〜10月

調査面積：2050㎡

調査担当者：鈴木正貴・川添和暁

調査の概要

調査区北西部を中心に近現代の盛
も り ど

土や石垣があり、これを除去するとやや急な斜

面に黒
こっかっしょく

褐色土が堆積していることが判明しました。調査はこの黒褐色土の堆積を中

心に行い、縄
じょうもん

文時代の土
ど き

器と石
せ っ き

器、鎌
かまくら

倉時代の竪
たてあなじょういこう

穴状遺構（平
へいたんめん

坦面を切り出した作業

場か？043SI）や鍛
か じ ろ

冶炉（013SL）、江
え ど

戸時代？の掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物（401SB〜403SB）や井戸

（058SE〜061SE・328SE・329SE）、土
ど こ う

坑などが発見されました。また、調査区北西部

の上位では、集
しゅうせきいこう

石遺構（001SX〜006SX）が検出されており、8月９日に開催された地

元説明会の段階では縄文時代の遺構と考えてきました。しかし、調査を進めていく

と集石下半部にきちんとした構造や土坑が伴わないこと、最下部で明らかに中
ちゅうせい

世以

降と考えられる台石（金
かなとこいし

床石か？）が出土したことなどが明らかになり、総合的に検

討した結果、現在は江戸時代以降の集石と推定しています。

遺構全体写真（第２面：鎌倉時代〜江戸時代）
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調査区位置図

主要遺構図（第２面：鎌倉時代〜江戸時代）



中間堆積物（土砂崩れ？）

集石遺構が出土した位置（高さ）→

近代以降の盛り土

↓第２面（鎌倉時代～江戸時代）

古い流路（沢）跡

地山（縄文時代？の地面）

調査区北西部の土層断面

調査前の地面

調査区南西部の柱穴・土坑群 竪穴状遺構（平坦面）043SI

竪穴状遺構 043SI と炉跡 013SL

↓炉跡 013SL

掘立柱建物の柱穴の断面

井戸 060SE 最下部の断面井戸 328SE 最下部の断面
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001SX 005SX

003SX

004SX

006SX

002SX
4030 40310m 2m
X=-98400

集石遺構 001SX 最下部

中世以降の台石（金床石？）→

集石遺構群上部

縄文土器（注口土器）出土状況縄文土器出土状況

打製石斧出土状況

15

まとめ

　調査の結果、鎌倉時代と江戸時代の生活の

痕跡が発見されました。特に、鎌倉時代では

鍛
か じ さ ぎ ょ う

冶作業を行う作業場（竪
たてあなじょういこう

穴状遺構）が発見

されたことは注目されます。また、縄文時代

の土器や石器が多数出土したことも重要です。

残念ながら今回は遺構をみつかりませんでし

たが、調査区北側の区域には縄文時代の遺構

が残っているものと推測されます。

集石遺構群の平面図
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5.西
に し じ

地・東
ひがしじ

地遺跡の発掘調査

立地と環境

西地･東地遺跡は標高約450m、寒
か ん さ が わ

狭川左岸の山から伸びる傾斜地および河
かがんだんきゅう

岸段丘

上に立地します。遺跡の場所は大名倉地区の北西端で、寒狭川による谷地形が開け

始める地点に当たります。寒狭川の対岸には、昭和43（1968）年、早稲田大学の調査

で縄文時代後期の遺物が多く出土した、大名倉遺跡があります。

調査の成果その１　平安時代以降の遺構と遺物　

平
へいあん

安時代・鎌
かまくら

倉時代・室
むろまち

町時代・戦
せんごく

国時代・江
え ど

戸時代の陶器片が見つかっていますが、

当時の人が残した活動の跡（遺
い こ う

構など）は、室町時代から江戸時代のものが中心です。

確認された遺構には、柱
はしらあな

穴跡・炉
ろ

跡・お墓・その他掘られた坑（土
ど こ う

坑）があります。

柱穴跡や炉跡は、14B区西側で多く見つかりました。柱穴跡には、柱の痕跡を確認

できるものが多くあり、一部は組み合わさって掘
ほったてばしらたてもの

立柱建物跡になるものもあります。

炉跡は５基見つかりました。いずれも焼けたことにより鮮やかな朱色になっており、

周囲から鉄
てっさい

滓（カス）が出土することがありました。この炉跡の周囲に柱穴跡が集中

して見つかっる場所もあり、掘立の覆
おおいや

屋がついていた可能性があります。またこの

付近一帯からは、焼けて赤くなった大きな台
だいいし

石や、磨
す

れた石、砥
と い し

石が多く出土しまし

た。農具など、鉄製道具の製作や調整を行っていたかもしれません。

お墓は、14A区で２基、そして14B区の東側で３基の、あわせて５基見つかりました。

いずれも谷の傾斜する場所で見つかっています。これらのお墓の中には人骨の一部

が残っており、キセル・火打石・寛
かんえいつうほう

永通宝も一緒に出土しました。

調査の成果その２　縄文時代の遺構と遺物

縄
じょうもん

文時代の遺物は、14B区の西側とC区で多く見つかっています。その中でも、当

時の人が残した活動の跡（遺構など）は14B区西側で良好な状態で見つかりました。

愛知県埋蔵文化財センター　川添和暁

所在地：北設楽郡設楽町大名倉字西地、東地（北緯35度6分41秒 東経137度32分37秒）

調査期間：平成26年５月〜平成27年1月

調査面積：4,220㎡（調査の都合上、14A 区・14B 区･14C 区の３調査区に分ける） 

調査担当者：鈴木正貴・川添和暁
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調査区位置図（1:4,000）

寒
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14A区14B区

14C区

確認された遺構には竪
たてあなたてもの

穴建物跡5棟、袋
ふくろじょうどこう

状土坑5基以上、土
ど き

器が埋
まいせつ

設された遺構2基、

その他には柱穴跡や土坑もありました。出土した土器の年代から、これらの遺構は縄

文時代中
ちゅうきこうはん

期後半から後
こ う き し ょ と う

期初頭（今から5,000年前〜4,500年前頃）に営まれたことが

判明しました。

縄文時代中期後半の竪
たてあなたてもの

穴建物跡は、14B区北西端で３棟見つかりました。いずれも

一辺40cm四方の空間を作るように河原石で組まれた炉跡（石
いしがこいろ

囲炉跡）が１基ずつ見

つかっています。この石囲炉跡３基のうち２基の炉跡内には大型の土器片が敷かれ

ていました。柱穴跡や建物自体の堀った痕跡も、一部ではありますが見つかっており、

いずれも一辺5m程度の隅
すみまるほうけい

丸方形の形であったと考えられます。

袋
ふくろじょうどこう

状土坑は、この中期後半の竪穴建物跡が見つかった場所の東側で、集中して見つ

かっています。袋状土坑は、袋のように上の方が狭くなっている断面の形からそのよ

うに呼ばれています。これらは植物質食料の貯蔵穴であったと言われており、今回の

調査でも、袋状土坑の１基の中から堅
け ん か る い

果類（ドングリ）の実が炭化した状態でわずか

に残っていました。また別の袋状土坑では、中に多量の土器片と磨
ま せ い せ き ふ

製石斧が入れられ

ていました。貯蔵穴としての役割が終わった後に入れられたようです。

調査区南壁際で見つかった竪穴建物跡は、径4m程度の円形あるいは隅丸方形の形

で見つかりました。柱穴の跡は壁際の柱を中心に見つかっており、中央には土器の細

片が敷かれた炉跡（土
ど き じ き ろ

器敷炉跡）が確認されました。また、竪穴建物跡の南西端には、

床下に土器を埋設した遺構が１基見つかりました。土器は正
せ い い

位に埋められており、口

縁側に蓋
ふた

にした石が置かれ、底部には小さな孔
あな

があけられていました。この遺構は

埋
うめがめ

甕と言われるもので、竪穴建物跡の入り口側につくられるものです。埋甕が設けら
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れた理由としては諸説ありますが、死
し さ ん じ

産児などを入れて再び母親に魂を戻れるよう

に再生を願ったとか、出産後の胎
たいばん

盤を入れて健やかな成育への願いをした、などと言

われています。土器の年代は、後
こうきしょとう

期初頭（今から4,500年前）になるものです。

埋甕の見つかった竪穴建物跡の北西側でも、別の竪穴建物跡が見つかりました。こ

の建物跡中央から北西寄りには、0.5×1mの範囲で長方形の石組があり、その中央に

土器敷炉跡があるとともに、南東端には入
い れ こ

子の状態で据えられ土器が、北西端には大

きな台
だいいし

石が置かれていました。台石と入子で据えられた土器を含め、石組全体で炉跡

として機能していたようです。

その他、土器を埋設した遺構が2基見つかっています。いずれも正位に埋設された

ものです。１基は胴部下半のみが辛うじて残存している状態で時期はよく分かりませ

ん。一方、口縁部まで残存しているものは土器の年代から後
こ う き こ う よ う

期後葉（今から約3,300

年頃前）のものと考えられます。

縄文時代の出土遺物には、縄
じょうもんどき

文土器と石
せ っ き

器があり、ごくわずかですが弥
や よ い

生時代の

土器もありました。縄文土器は、中
ちゅうきこうはん

期後半から後
こ う き ぜ ん よ う

期前葉までが主体ではありますが、

早
そ う き

期の押
おしがたもん

形文土器が今から約9,000年前頃と最も古く、早
そ う き こ う は ん

期後半・前
ぜ ん き こ う は ん

期後半・中
ちゅうき

期の

中頃のものも若干出土しました。石器では、石
せきぞく

鏃・石
いしさじ

匙・スクレイパー・打
だ せ い せ き ふ

製石斧・

磨
ま せ い せ き ふ

製石斧・打
うちかきせきすい

欠石錘・切
き り め せ き す い

目石錘・有
ゆうこうせきすい

溝石錘・磨
すりいし

石や敲
たたきいし

石、そして石
いしざら

皿や台
だいいし

石などが出

土しました。石鏃などの石器の材料として、黒
こくようせき

曜石が多く使われていました。また、

14C区からは、大
おおがたせきぼう

型石棒や土
ど せ い

製の耳
みみかざり

飾片も出土しました。

今回の調査の意義

今回の調査により、設楽町域での縄文時代中期から後期の集落の様子を描けるよ

うになりました。設楽町域では、これまで縄文時代の遺物は多量に採集されてきまし

たが、当時の活動痕跡（場）を広く確認することができていませんでした。単に調査

事例の多い西三河地域との比較材料になるのみならず、今後行われる設楽ダム工事

関連事業の調査事例とも併せて、豊川最上流域の様相を解明する基礎資料として、今

後、広く活用されるものになるでしょう。 
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14B 区 室町時代から江戸時代の調査面と 14C 区 黒色土の様子（南より）

14B 区 江戸時代炉跡（811SL）（北東より）

14B区

14C区

14B 区 江戸時代の埋葬人骨（341SZ）（南東より ) 14B 区 江戸時代の埋葬人骨（343SZ）（南より )

14B 区 江戸時代炉跡と周囲の柱穴（南より）

炉跡

炉跡

炉跡
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14B 区 縄文時代竪穴建物跡 1263SI（南西より）と、建物跡内の埋甕（写真右下）
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土器敷炉跡
埋甕
(後期初頭)

土器埋設遺構
(後期後葉)

土器埋設遺構
(中期or後期)

柱状礫

柱状礫 袋状土坑
（後期初頭）
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（中期後半）

土器片・石器などの集中出土
N
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14B 区縄文時代遺構位置図（1:300、マス目は 10m）
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14B 区 縄文時代竪穴建物跡 1304SI（南西より） 写真左の石囲炉跡（北より）

14B 区 縄文時代竪穴建物跡 1305SI（南東より） 写真左の石囲炉跡（南より）

14B 区 縄文時代竪穴建物跡 1201SI（北西より） 写真左の長方形石組炉跡（南より）

14B 区 縄文時代袋状土坑（036SK）断面（南より） 14B 区 縄文時代袋状土坑内の堅果類（ドングリ）



　　　　　　　公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団　

　　　　　　　　〒498-0017　愛知県弥富市前ヶ須町野方 802 の 24　　電話 ( 0567 )  67 - 4163【調査課】

　　　　　　　    　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　 　Facebook　https://www.facebook.com/maibunaichi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Twitter　https://twitter.com/aichi_maibun
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縄文時代とは
　日本列島において、縄文土器と呼ばれる土器が製作・使用されていた時代です。一般的には、
後期旧石器時代にはなかった土器の登場および弓矢の使用開始から、水田稲作農耕が本格的に
始まる弥生時代までの間の時代になります。縄文時代は、狩猟･漁撈・採集や管理などの植物利
用による生業を営んでいましたが、そのあり方は、地域や時期によりさまざまです。
　縄文時代は、一万年以上にもわたる長い時代です。そのため、研究者の間では、

の六時期に分けられています。
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